
































うなアプローチ [3]を、空白地のない標準的な3すくみ系に応用する。 ρ併を、次数 kの頂点
が状態 i(=0，1，2)をとる確率とする。また、任意の頂点の隣接点が状態tである確率を伐と
書く。すると、 。z二 Lkp帆 k/(k) 、 、?， ， ，???、
k 
となる。また、頂点は 0，1， 2のいずれかの状態を必ず、とるのでρO，k= 1 -Pl，k -P2，k、および、
θ0= 1 -81 - 82が成立する。よって、状態 1と2の密度のみを考えればよい。各状態をと
る頂点の密度の時開発展は
戸l，k 入(1ー ρl，kプ ρ2，k)k81- μρ1，kk82， 
P2，k μρ1，kk82一ρμk(l-81 - 82) 
で与えられる。平衡状態では
川 入。{1一日)lli(4) 












3k1k23 ， C) r k1k2 (k1十 k2一 (k))， (kゲI__2 ， ^ (k2) 
が十一ーが十3| +一一Ix十9\;~ " k1k2x 十 9kik~ = 0 (6) (k) '" I V I (k) I (k)2  '" ， V (k) 
となる。ただし、 (k)= pk1 + (1-p)k2， (が)= pki十(1-p)k~ である。 k1 = k2 = kならば、
通常の平均場近似となり、系は中立安定である。すなわち、固有値はx= v3ki， (-3土.;3)k/2
となる o 次数分布が一般の場合は、 Routh-Hurwitzの条件は
IHl 1， 
IH21 pk~ ((k) -kd2)2 + (1-p)k~ ((k) -k2/2)2 + 3k~k~/4 > 0， 
IH31 8桝 p(l-州 -k1)2 [何十川(叶/(k)4 ， 
IH41 = 9k~k~IH31 ， (7) 
となる。 I民|は t番目の主小行列式である。共存状態は IH31，IH41 > 0が満たされれば安定で
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